
平成２２年第４回定例県議会提出議案の概要（予算関係）

（平２２．９．１４）

１ 平成２２年度一般会計予算の補正

補 正 予 算 の 規 模

補 正 額 １１,４７８,２１０ 千円

既 定 額 ７５１,３０４,５３３ 千円

累 計 ７６２,７８２,７４３ 千円

［参 考］

前年度同期予算額 ８７３,８３３,４０４ 千円

対 比 △ １１１,０５０,６６１ 千円

伸 率 △ １２.７ ％

－1－



（１） 歳 入
(単位 千円 △印は減を示す)

区 分 補 正 額 備 考

地 方 交 付 税 1,481,085

国 庫 支 出 金 3,879,814 ○ 国 庫 負 担 金 2,731,367

○ 国 庫 補 助 金 1,188,021

○ 委 託 金 △ 39,574

寄 附 金 221,790

繰 入 金 1,968,493 ○ 特 別 会 計 繰 入 金 35,889

○ 基 金 繰 入 金 1,932,604

繰 越 金 2,756,348

県 債 1,055,800
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区 分 補 正 額 備 考

そ の 他 114,880 ○ 地 方 特 例 交 付 金 △ 200,461

○ 分 担 金 及 び 負 担 金 399

○ 使 用 料 及 び 手 数 料 1,498

○ 財 産 収 入 34,415

○ 諸 収 入 279,029

補 正 額 合 計 11,478,210
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（２） 歳 出（主なもの）
◎印は補正新規事業を表す

事 項 補 正 額 事 業 の 概 要

９月補正予算の主な内容

① 梅雨前線等の影響に伴う豪雨被害への早期対応（災害復旧等） 3,972,256

② 安全安心緊急対策 4,999,105
＊「７．１５豪雨災害検証委員会」中間報告を踏まえるなど、
局地集中豪雨等に対する緊急対策を実施

③ 追加経済対策 259,400

④ 決算剰余金の財政調整基金への積立て 2,759,492

（総 務 委 員 会 関 係） 2,800,681

知 事 直 轄 18,557 ○岐阜県被災者生活・住宅再建支援事業費
県内で被災者生活再建支援法が適用される自然災害の被災者 12,000
に対する市町村の支援に対し助成
負担割合：県2/3 市町村1/3

出 納 事 務 局 2,774,885 ○財政調整基金積立金
70,689 → 2,830,181 2,759,492

後年度における財政運営の円滑化を図るため、平成21年度決
算剰余金見込額の一部を基金へ積立て
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事 項 補 正 額 事 業 の 概 要

（企画経済委員会関係） 102,751

総 合 企 画 部 △ 87,303 ◎研究成果事業化促進事業費 3,000
県内企業が主体となり県試験研究機関の研究成果を活用した
製品試作、機能実証、モニター評価等を行いビジネス性を実
証し、新製品の事業化を促進

商 工 労 働 部 190,054 ◎ネットビジネススキルアップ支援事業費 500
インターネットを通じたビジネスに取り組む県内中小企業の
商品販売額の増加を図るため、Ｅコマースに係る情報・ノウ
ハウ、事業者間の交流機会を提供

◎地場産業パワーアップ事業費 500
地場産業の各産地において、次世代を担う経営者による懇談
会を実施するとともに、経営者や商品開発者等を対象とした
技術連携勉強会等を開催

◎地場産品海外テストマーケティング推進事業費 1,000
海外のセレクトショップと連携し、県産品のテストマーケテ
ィング販売を企画・実施するとともに、現地における市場調
査を実施

○デザイン事業部推進事業費補助金 900
19,291 → 20,191

メイド・イン・ジャパン・プロジェクト(株)との連携協定に
基づき、埋もれた逸品を掘り起こすとともに、販路開拓計画
の立案などのモデル事業を実施

◎新技術・携帯端末視覚情報システム実証事業費 2,000
ＩＡＭＡＳ在学生起業のベンチャー企業が開発したiPhoneに
よる視覚情報提供の新技術「ＰＩＴシステム」を活用し、観
光施設等での写真、動画及び音声などによる展示案内につい
て実証実験を行い、その有効性等について検証
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事 項 補 正 額 事 業 の 概 要

○中小企業制度融資貸付金
55,836,900 → 56,086,900 250,000
急激な円高により事業に影響を受けるおそれのある中小企業
者を支援するため、円相場の急変等による業況悪化に対応し
た「経済変動対策資金」の融資枠を拡大
＊新規融資枠 49,460,000 → 51,460,000
＊併せて、「経済変動対策資金」の融資要件を緩和

◎若年者中小企業魅力発見体験事業費 1,500
高校生を対象に、製造現場で実践的にカイゼン手法を学ぶ機
会を提供。また、高校生、大学生を対象に、県内の魅力ある
中小企業を知ってもらうための企業訪問バスツアーを実施

（厚生環境委員会関係） △ 27,823

健 康 福 祉 部 175,900 ◎女性医師等就労環境改善事業費補助金 15,000
女性医師の離職防止や再就業の促進に向け、ベビーシッター
の配置など職場環境の改善に取り組む病院に対し助成

◎認知症サポート体制整備事業費補助金 4,630
医師を中心とした認知症ケアに携わる医療と福祉・介護など
の関係職種間ネットワークの構築への取組に対し助成

【地域医療再生臨時特例基金活用】

◎広域対応訪問看護ネットワークセンター事業費 5,441
訪問看護サービスの利用者や家族からの相談を受け付けるコ
ールセンターを設置するとともに、訪問看護マニュアルを作
成し、小規模事業者の業務の効率化を図る

○地域子育て創生事業費 139,855
411,466 → 551,321

地域の実情に応じた創意工夫のある子育て支援事業を実施
【子育て支援対策臨時特例基金活用】



－7－

事 項 補 正 額 事 業 の 概 要

◎愛のともしび基金事業費 232,054
(財)愛のともしび基金の解散に伴い、当該団体の残余財産等
をもとに県で基金を設置するとともに、その基金を活用し社
会福祉法人やＮＰＯ等が実施する社会福祉事業に対し助成

【愛のともしび基金活用】

◎後期高齢者医療財政安定化基金事業交付金 424,000
後期高齢者医療制度の安定的な運営に向け、保険料の増加抑
制を図るため、後期高齢者医療広域連合へ交付金を交付

【後期高齢者医療財政安定化基金活用】
○災害弔慰金 11,250

7,500 → 18,750
災害により死亡した方の遺族に市町村が弔慰金を支給する場
合、その支給額の一部を負担
国：1/2 県：1/4 （市町村：1/4）

○老人福祉施設災害復旧事業費補助金 3,033
７月の豪雨により被災した老人福祉施設の復旧に対し助成

（ 農 林 委 員 会 関 係 ） 436,052

農 政 部 △ 243,371 ○団体営農地災害復旧費（現年災） 214,850
６月から７月にかけての梅雨前線等の影響に伴う豪雨による
農地及び農業用施設被害の早期復旧

林 政 部 679,423 ○災害関連緊急治山等事業費（安全安心緊急対策） 146,400
災害により発生または拡大した荒廃山地や地すべり地等での
早期復旧整備を実施

○林道災害復旧費（現年災） 457,000
25,000 → 482,000

６月から７月にかけての梅雨前線等の影響に伴う豪雨による
林道被害の早期復旧
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事 項 補 正 額 事 業 の 概 要

（土 木 委 員 会 関 係） 8,187,788

県 土 整 備 部 8,211,248 ○道路橋りょう災害復旧費 940,946
469,758 → 1,410,704

○河川災害復旧費 1,797,887
605,223 → 2,403,110

○砂防災害復旧費 515,846
145,288 → 661,134

７．１５豪雨災害等による被害の早期復旧

◎安全安心緊急対策 4,852,705
「７．１５豪雨災害検証委員会」中間報告を踏まえるなど、
局地集中豪雨等に対する安全安心緊急対策を実施

（３） 債務負担行為

（追 加 分） ６ 件

○ 企画経済委員会関係 １ 件
国際たくみアカデミー教育用電子計算機及びＣＡＤソフトウェア借上げ

○ 厚生環境委員会関係 １ 件
肝炎医療費助成システム整備及び保守管理委託

○ 土 木 委 員 会 関 係 ４ 件
平成22年発生公共土木施設災害復旧工事 ほか
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２ 平成２２年度特別会計予算の補正
（単位 千円）

（１） 林業改善資金貸付特別会計 47,343
資金需要を踏まえた貸付枠の増 等

（２） 県 営 住 宅 特 別 会 計 57,191
北方住宅Ａ-１棟入居開始に伴う移転補償費 等

（３） 流 域 下 水 道 特 別 会 計 573,300
平成21年度決算見込に伴う維持管理負担金の還付 等


